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衆
議
院
議
員
松
原
仁
君
提
出
マ
ス
ク
着
用
を
義
務
付
け
る
政
策
実
現
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
飲
食
業
や
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
な
ど
不
特
定
多
数
の
顧
客
を
対
象
と
す
る
事
業
を
営
む
事
業
者

（
以
下
「
一
般
顧
客
対
象
事
業
運
営
者
」
と
い
う
）
に
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
な
い
顧
客
の
入
店
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
る

政
策
」
及
び
「
一
般
顧
客
対
象
事
業
運
営
者
が
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
求
め
た
の
に
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
拒
絶
し
た
顧
客
の
退

店
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
政
策
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
基
本
的
対
処
方
針
」
（
令
和
二
年
三
月
二
十
八
日
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
決
定
、

令
和
二
年
五
月
二
十
五
日
変
更
）
に
お
い
て
、
「
感
染
拡
大
の
防
止
と
社
会
経
済
活
動
の
維
持
の
両
立
を
持
続
的
に
可
能
と

し
て
い
く
」
た
め
、
御
指
摘
の
よ
う
な
不
特
定
多
数
の
顧
客
を
対
象
と
す
る
事
業
を
含
め
「
社
会
経
済
全
体
」
に
、
「
マ
ス

ク
の
着
用
」
や
「
「
三
つ
の
密
」
の
回
避
」
等
の
「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
定
着
さ
せ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
時
点

に
お
い
て
も
、
各
業
種
に
関
連
す
る
法
令
、
約
款
等
に
照
ら
し
な
が
ら
、
各
業
界
に
お
い
て
、
そ
の
実
情
に
応
じ
て
、
「
業

種
ご
と
に
策
定
さ
れ
る
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
」
感
染
を
予
防
す
る
た
め
の
対
策
が
実
践
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で



 

２ 

 

あ
る
と
考
え
て
い
る
。 


